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第24回レセプト情報等の提供に関する有識者会議（H27.3.18.）
レセプト情報等の提供に関するワーキンググループ中間報告

４. レセプト情報等の民間提供について
民間模擬申出の多くに見られた「全体的なデータを見た上で、何をするか考え

たい」というデータ利用の姿勢は、具体的な利用目的のもとで必要最小限のデー
タ提供を行う、という従来の第三者提供の枠組みには馴染みにくい。

こうした傾向から、抽象的なニーズに応えるには、個別に寄せられた依頼に対す

る集計をその都度行うよりも、汎用性が高く様々なニーズに一定程度応えうる基
礎的な集計表を作成し、公表していくことがむしろ適当である。

規制改革実施計画（H27.6.30.）

＜医療情報の有効活用に向けた規制の見直し＞

○民間企業でも公益性の高い研究は可能であることから、民間企業に所属する
研究者であっても、NDBデータの公益目的での利用が可能となるよう、民間企業
からの提案に基づき、厚生労働省においてNDBデータを基にした集計表を作成す
る枠組みを構築する。（平成２７年度検討・２８年度措置）

ＮＤＢデータを基にした集計表（いわゆるＮＤＢ白書）の作成・公表が求められている 2
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平成27年度予算：40.684千円

3



いわゆるＮＤＢ白書の作成の実際

○実施業者：（株）ニッセイ情報テクノロジー

○プロジェクト名：

「平成２７年度 レセプト情報・特定健診等情報に関する調査分析及び統計処理業務」

○プロジェクト期間：平成２７年７月～平成２８年３月末

○作成に当たっては、有識者等の意見もふまえて検討する

作業項目 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

１ 利用ニーズの把握・まとめ

２ ＮＤＢデータ貸与手続き

３ 抽出条件の確定・ＳＱＬ作成

４ 調査分析の実施

５ 報告書の作成・受領

作業スケジュール
平成28年平成27年

今年度内の完成を予定 4



○いわゆるＮＤＢ白書の作成については従来の精度管理

と同様、ＮＤＢの運用管理の一環として整理する

○いわゆるＮＤＢ白書の公表に当たっては必要に応じて

有識者会議に対して進捗等を報告する

いわゆるＮＤＢ白書の作成にあたっての考え方
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